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「令和５年度 第３回 宮原小学校学校運営協議会」の記録 
 

◎日時・場所：令和６年２月１３日（火） １０：００～１２：００ 於：第２会議室 
◎記録者：学校地域連携コーディネーター 
 
１ 教頭あいさつ 
 
２ 委員⾧あいさつ 
  ・今年度最後の会となる。今年度のまとめと、来年度へ向けての話がしっかりできるよう、よ

ろしくお願いしたい。 
・学校だよりから、かもがくの様子がよくわかり、ありがたかった。情報発信の大切さを改め

て感じた。 
     
３ 令和５年度学校評価・学校自己評価システムシートについて 
  ・教頭より、学校評価についての結果報告が行われた。主な結果として、以下の３点について

説明があった。 
①保護者、学校運営委員、教職員、いずれにおいても概ね満足できるという評価をいただ

いた。 
②ＩＣＴの活用が課題として挙がっているため、研修を充実することで活用を図っていく。 
③児童の挨拶については、成果と課題が上がっているため、引き続き取り組んでいく。 

  ・教頭より、学校自己評価システムシートについて、主に以下の５点について説明があった。 
    ①どの内容も、8 割以上目標達成のＡ評価だが、課題が残る点についてはＢとし、来年度

改善を図っていきたいと考えている。 
    ②学習状況調査の自己分析を基にした児童自身の学習状況の把握及び学校課題研修の推進

は計画的に進めることができた。来年度は、そのことをより「主体的な学び」につなげ
ていくか、研究を深めたい。 

    ③安心・安全で美しい環境整備と怪我の減少は、目標を達成することができた。来年度も
引き続き取り組んでいきたい。 

    ④コミュニティ・スクールについては、熟議の結果を基にした具体的な実践を行うことが
でき、児童に変容が見られるようになってきた。取組の広報も行うことができた。同時
に課題点も明確になったので、引き続き来年度もより効果的な実践を行っていきたい。 

    ⑤ＩＣＴを活用した授業は前年度とほぼ変化がなかった。活用は前年度より図られている
ので、特に保護者・地域の方への周知を積極的に行っていきたい。また、ＳＴＥＡＭＳ 
ＴＩＭＥの学習内容を、他教科にも生かしていけるように工夫したい。 

 
４ 熟議①「挨拶の推進に関する取組結果報告及び次年度への課題」 

・まず、代表児童による、「挨拶推進」に関する成果と課題について発表があった。続いて教
頭より、「挨拶の推進」に関する取組結果報告及び次年度への課題ついて話合いをしてほし
いとの説明があった。発表は熟議２、休憩の後の 11:40 からを予定している旨が伝えられ
た。 

 
＜児童代表（児童会⾧）から＞ 
 ・児童会による挨拶運動を毎月行うこととした。挨拶運動のときは、皆できるようになってきた。 
 ・しかし、運動以外の時はできていない。また、地域の方にまだまだできていないのが課題であ

る。解決のためには、まず高学年が率先して挨拶をすることが大事だと思う。 
 ・3 学期の一斉下校の際、まず班⾧を中心とした高学年が、地域の方や保護者の方に進んで挨拶

をしようと具体的に話す予定である。 
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＜グループ①報告＞ 
 ・他校の取組で、「あいさつ通り」というものがあるのを見かけた。そこで自分にも挨拶の声をか

けてもらい、とても嬉しい思いをした。挨拶の大切さを改めて実感した。 
 ・挨拶の前提として、「心」がとても大切だという話が出た。「心のある行動」ができる子は、挨

拶もできると思う。 
 ・また、「挨拶」の土台はやはり「家庭」であると思う。家庭への積極的啓発も大事である。 
＜グループ②報告＞ 
 ・挨拶には３つのステージがあると思う。第 1 ステージは「こちら（大人）が挨拶しても子ども

たちからはほとんど、あるいは全く挨拶が返ってこない。」第 2 ステージは「大人が挨拶をすれ
ば、子どもたちも挨拶を返してくれる。」第 3 ステージは「子どもたちが自発的に大人に挨拶を
する。」 
今年度の達成度は、どうにか第 2 ステージに手がかかってきたかな、という感じである。来年
度は、第 2 ステージに十分達したといえるよう、取組の本気度を高める必要があろう。 

 
５ 熟議②「学校自己評価システムシートについて」 
 ・ＩＣＴ教育推進の環境を、学校がしっかり整えているのがわかる。 

・「書くこと」「読むこと」「ＩＣＴ教育の推進」を関係付けるのには矛盾があるのではないか。 
 ・月１回のＩＣＴを活用した宿題があるとのことだが、もう少し増やしてもよいのではないか。 
 ・読解力を付けるために、「読書の時間」は今後もしっかり続けて欲しい。 
 ・コミュニティ・スクールの取組については、今後もこのまま情報発信を続けて欲しい。 
 ・施設の壊れたものは、今後もすぐに修理等対応して、子どもたちの安全確保に努めて欲しい。 
 ・今後も様々な研修を通して、教職員の指導力を向上させて欲しい。 
  
６ 次年度の学校運営に関する基本的な方針の説明及び仮承認 
 ・校⾧が体調不良による欠席のため説明ができない旨を伝え、後日郵送にて文書を送り、ＦＡＸ

または電話にて仮承認をいただけるかを確認した。この進め方でよいとの了解を得られた。 
 
７ 諸連絡 
 ・１年間のお礼と来年度委員選出に関することについて連絡をした。 


